
人 権 週 間 

年末の交通安全県民運動 

なわとび教室 ～なわとびの達人に学ぶ～ 

 

 

 

 

 あかるく かがやく つしまの きぼうのおか 

 

 

 

 １２月４日（月）の朝礼で、地域学校協働本部とボランティ

アの方々に、人権に関する読み聞かせをしていただきました。

今回は、「二番目の悪者」（作：林 木林、絵：庄野ナホコ）

という絵本でした。 

 今週は、生徒一人一人が、「かけがえのない命」「仲間」「思

いやりの心」というキーワードで、人権について考えたり振り

返ったりしてほしいと思います。 

 

 

 

 １２月１日（金）から１２月１０日（日）まで、年末の交通安全県民運動が実施されて

います。運動重点は、次の３点です。 

   ○ 夕暮れ時と夜間の交通事故防止及び歩行者の安全の確保 

   ○ 運転者の安全運転意識の向上及び飲酒運転等の根絶 

   ○ 自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底 

 年末は、師走特有の慌ただしさから、運転者や自転車利用者等の注意力が散漫となり、

交通事故の多発が心配されます。また、この時期は、１年を通じて日没時刻が最も早くな

り、視認性の悪い日没後の時間帯と職場や学校等からの帰宅時間帯が重なり、夕暮れ時か

ら夜間の交通事故の危険性が高まります。 

自転車を運転する機会の多い皆さんは、交通事故を防ぐために、早めのライト点灯や反

射材の活用を心掛けることが大切です。また、急いだり慌てたりすることがないよう、余

裕をもった出発時刻の設定も大切です。そして、自転車の交通ルール遵守について、この

機会に自己点検をしてほしいと思います。生徒も保護者の皆様も、安全第一で過ごしてほ

しいと願っています。 

 

 

 

 １１月２９日（水）、講師の先生をお迎えし、２年生がなわとび教室を行いました。 

 この取組は、津島市が児童・生徒の体力向上を目指して、昨年度より行っているもので

す。市内の全小中学校で取り組んでいます。 

 この日は、音楽のリズムに

合わせて、足を開閉させたり

クロスさせたりしながら跳ん

でいました。とても楽しそう

にチャレンジしている姿が印

象的でした。 

津島市立暁中学校便り 

令和５年１２月６日（水） 


